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現
在
、
全
国
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る

七
十
六
万
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
が

地
域
の
活
性
化
を
求
め
て
、
更
に
は
、

会
員
自
ら
が
自
分
達
の
生
き
が
い
づ

く
り
の
た
め
に
、﹁
福
祉
の
受
け
手
か

ら
社
会
の
担
い
手
﹂
と
し
て
毎
日
、
元

気
に
働
く
こ
と
で
医
療
や
介
護
さ
ら

に
は
生
活
保
護
と
い
う
財
政
負
担
の

軽
減
に
も
大
き
く
貢
献
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
人
々
が
六
十
五
歳

と
な
り
、
高
齢
者
人
口
が
既
に
三
千
万

人
を
超
え
て
い
る
今
、
国
の
方
で
は
、

人
生
九
十
年
時
代
を
前
提
と
し
た
社

会
の
仕
組
み
に
方
向
転
換
を
し
、
超
高

齢
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
私
ど
も

大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
、

高
齢
者
の
皆
様
の
多
様
な
就
業
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
地
域
社
会
の
日
常
生
活

に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
確
保
し
、
提

供
し
て
い
く
こ
と
で
﹁
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
﹂
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

で
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
事
業

運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
植
木

の
剪
定
、
除
草
、
管
理
業
務
な
ど
既
存

業
務
の
潜
在
的
な
需
要
を
さ
ら
に
掘

り
起
こ
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
規
会

員
の
確
保
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業

等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
就
業
機
会
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
で
あ
る
と

認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
現
在
の
事
務
所
で
は
会
議
室

や
作
業
ス
ペ
ー
ス
、
更
に
は
、
会
員
の

皆
様
が
交
流
す
る
場
所
の
確
保
さ
え

出
来
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
、

こ
の
度
、
大
分
市
や
市
議
会
等
関
係
者

の
ご
配
慮
で
、
早
期
に
移
転
、
改
築
を

進
め
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
朗
報
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

シ
ル
バ
ー
事
業
の
拡
充
強
化
と
会
員

の
皆
様
の
交
流
が
広
が
っ
て
い
く
も

の
と
期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
の
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
実
績
を
見
ま
す
と
、
長
引

く
景
気
の
低
迷
や
企
業
等
に
お
け
る

六
十
歳
定
年
制
の
延
長
な
ど
、
厳
し
い

環
境
の
中
で
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
続
い
て
お
り
ま

し
た
受
注
量
の
減
少
に
も
歯
止
め
が

か
か
り
、
受
注
件
数
、
受
注
金
額
、
会
員

登
録
者
数
、
実
就
業
人
数
の
い
ず
れ
も

前
年
実
績
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
役
員
の
皆
様
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、

地
道
な
ご
努
力
で
業
務
に
取
り
組
ん

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
シ
ル

バ
ー
事
業
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
の
動
き
を
見

て
み
ま
す
と
、
昨
年
末
の
安
倍
政
権
の

誕
生
以
来
、
円
高
や
株
価
の
上
昇
に
よ

り
、
大
企
業
を
中
心
と
す
る
業
績
の
改

善
や
一
部
に
は
、
消
費
の
活
性
化
を
も

た
ら
し
、
個
人
消
費
に
も
明
る
さ
が
見

え
始
め
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後

の
地
域
経
済
に
好
結
果
が
出
て
く
る

理
事
長
あ
い
さ
つ公

益
社
団
法
人

大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長 

　

久
渡
　
晃

こ
れ
か
ら
の

 

セ
ン
タ
ー
の
道
標

み
ち
し
る
べ
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平
成
二
十
五
年
度

定
時
総
会
開
催

計
画
に
つ
い
て
」

第
二
号
報
告
「
平
成
二
十
五
年
度
収
支

予
算
計
画
に
つ
い
て
」

　

以
上
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
、
第

一
号
議
案
・
第
二
号
議
案
・
第
三
号
議

案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
各
号
審
議
さ
れ
た
。
別
途

実
就
業
率
質
疑
に
つ
い
て
は
事
務
局
よ

り
応
答
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
今
年
の
基
本
方
針
に
基
づ
く

重
点
事
項
と
し
て
、

一
、
適
正
就
業
の
定
着
化

二
、
就
業
開
拓
・
会
員
確
保
・
就
業
率

　
　

の
向
上

三
、
地
域
班
・
職
業
班
を
通
じ
た
会
員

　
　

交
流
活
動
の
活
性
化

四
、
自
主
・
自
立
的
な
事
業
運
営
の
推

　
　

進

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
全
て
の
審
議
が
終
了
し
、
議
長

退
任
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
姫
野
仙
市
理

事
の
閉
会
の
こ
と
ば
に
よ
り
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の
多

大
な
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
総
会
が

滞
り
な
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

進
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
の
基
本
方
針
。

併
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
に

つ
い
て
の
報
告
と
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
来
賓
の
大
分
市
長
釘
宮
磐
様
の

祝
辞
に
続
き
大
分
市
議
会
議
長
板
倉
永

紀
様
よ
り
の
祝
辞
を
戴
き
、
次
い
で
大

分
県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
常
務
理
事
の
野

仲
悟
瑠
様
の
紹
介
と
連
合
会
よ
り
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
議
長
の
選
任
が
あ
り
、

第
五
地
区
（
明
治
B
班
）
瀧
本
雄
介
さ

ん
を
指
名
、
議
事
録
署
名
人
に
後
藤
治

憲
氏
（
川
添
A
班
）
・
冨
原
新
八
さ
ん

（
寒
田
B
班
）
の
両
名
を
指
名
し
、
承

認
さ
れ
た
後
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。

第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
」

第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
四
年
度
収
支

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
に
つ
い

て
」

第
三
号
議
案
「
定
款
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

第
四
号
議
案
「
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
」

　

報
告
事
項

第
一
号
報
告
「
平
成
二
十
五
年
度
事
業

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
長
期
在
籍
会
員

十
九
名
の
表
彰
が
あ
り
、
理
事
長
よ
り

各
々
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
を
代
表
し
て
築
城
和
生
理

事
か
ら
謝
辞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
刻
十
時
よ
り
本
会
議
に
入
り
事
務

局
よ
り
必
要
な
議
決
権
が
、
定
足
数
の

過
半
数
を
満
た
し
、
総
会
が
成
立
す
る

旨
の
報
告
が
あ
り
、
平
岡
功
次
理
事
よ

り
開
会
が
宣
言
さ
れ
、
議
事
に
先
立
ち

昨
年
度
の
総
会
以
降
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
九
名
の
会
員
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
久
渡
晃
理
事
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
長
年
に
亘
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
貢
献
を
頂
き

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会
員
へ
の
感
謝
と

今
後
の
活
躍
へ
の
ご
祈
念
と
併
せ
、
二

十
四
年
度
は
前
年
度
実
績
を
上
回
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
今
後
と
も
、

潜
在
需
要
の
掘
り
起
こ
し
と
新
規
会
員

確
保
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
等
の
推

　

去
る
六
月
十
九
日
（
水
）
午
前
九
時

四
十
五
分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
（
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
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平
成
二
十
五
年
度

理
事・監
事
の
紹
介

理　

事　
　

久　

渡　
　
　

晃

　

〃　
　
　

佐　

藤　

孝　

一

　

〃　
　
　

吉　

田　

茂　

樹

　

〃　
　
　

山　

村　

幸　

男

　

〃　
　
　

木　

元　

利　

廣

　

〃　
　
　

安　

部　

敏　

夫

　

〃　
　
　

河　

村　

崇　

子

　

〃　
　
　

宮　

崎　

英　

子

　

〃　
　
　

藤　

元　

康　

保

　

〃　
　
　

佐　

藤　
　
　

聰

　

〃　
　
　

平　

岡　

功　

次

　

〃　
　
　

二　

宮　

孝　

之

　

〃　
　
　

台　
　
　

博　

美

　

〃　
　
　

菅　

原　

朝　

光

　

〃　
　
　

佐　

藤　

健　

次

　

〃　
　
　

伊　

東　

盛　

夫

　

〃　
　
　

姫　

野　

仙　

市

監　

事　
　

東　
　
　

尚　

明

　

〃　
　
　

大　

﨑　

和　

吉

　

会
員
互
助
会
総
会
開
催

幹　

事　
　

足　

立　

節　

子

監　

事　
　

大　

﨑　

和　

吉

監　

事　
　

望　

月　

明　

治

役
員
新
任

　

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日（
木
）大
分

文
化
会
館
第
一
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

（
出
席
五
十
六
名
、委
任
状
二
十
八
名
）

の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
、開
会
の
こ
と
ば

二
、黙
祷

三
、会
長
あ
い
さ
つ

四
、理
事
長
あ
い
さ
つ

五
、八
十
歳
到
達
者
表
彰
に
つ
い
て

六
、総
会
定
足
数
の
確
認

七
、議
長
選
出

八
、議
事

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
決
算

報
告
に
つ
い
て

監
査
報
告
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
五
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

役
員
選
任（
案
）に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
異

議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、総
会
後
地
区
長
・
班
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

有
効
で
あ
っ
た
。

　

一
つ
解
消
!

　

次
な
る
は
顔
と
名
前
の
一
致
。

「
あ
の
人
は
ど
こ
か
で
会
っ
た
人

だ
」「
名
前
は
?
」
こ
ん
な
時
、
私
は

機
先
を
制
し
て
「
先
日
お
目
に
か
か

り
ま
し
た
由
見
で
す
」
と
名
の
れ
ば
、

先
方
さ
ん
は
「
×
×
で
す
」
「
お
元

気
で
す
か
」
で
会
話
が
弾
む
。
こ
ん

な
調
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

計
っ
て
い
る
。

　

シ
ル
バ
ー
の
活
動
は
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
」「
協
力
し
合
う
心
」
と

普
段
着
の
姿
勢
で
取
組
ん
で
い
る
が
、

ヤ
ク
ル
ト
お
ば
ち
ゃ
ん
や
民
生
委
員

さ
ん
の
よ
う
に
、
大
丈
夫
か
な
?
と

訪
問
時
に
気
配
り
・
目
配
り
を
さ
ら

に
広
げ
た
い
。
後
継
を
待
ち
望
む
も

そ
れ
迄
は
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
連
携

の
一
助
で
あ
り
た
い
。

　

班
長
の
任
を
受
け
て
す
で
に
五
期

目
に
入
っ
た
。
私
と
し
て
は
、
会
員

だ
よ
り
や
道
標
等
の
配
布
、
会
員
の

皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
の
情
報
収
集
と
、
ソ
ツ
な
く
？

任
務
遂
行
異
状
な
し
！
と
自
負
し
て

き
た
が
、
不
得
手
な
こ
と
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
に
は
人
を
紹
介
さ
れ
て
も
、

後
で
そ
の
人
の
名
前
と
顔
が
一
致
せ

ず
覚
え
き
れ
な
い
。
二
つ
に
は
、
ど

う
も
方
向
音
痴
ら
し
い
。
人
は
歳
の

せ
い
で
は
と
相
憐
れ
む
が
、
そ
う
で

も
な
い
。
こ
の
覚
え
ら
れ
な
い
症
候

群
を
治
癒
し
よ
う
と
班
長
と
し
て
の

会
報
飛
脚
を
利
用
し
て
い
る
。
現
在

我
が
班
に
は
十
七
名
の
会
員
さ
ん
が

い
る
が
、
一
堂
に
会
し
て
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
ま
ず
な
い
。

　

月
に
一
度
の
配
布
物
の
届
け
で
は

顔
を
覚
え
ら
れ
な
い
と
思
い
、
運
動

不
足
の
解
消
を
兼
ね
、
配
布
経
路
を

散
歩
す
る
こ
と
で
、
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
の
到
来
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

　

特
に
新
規
の
会
員
さ
ん
に
は
、
自

己
紹
介
を
兼
ね
、
お
会
い
す
る
の
に

会
報 

飛
脚
早
や
八
年

二
地
区
明
野
Ｆ
班

　
由 

見 

文 

洋

二
地
区
明
野
Ｆ
班

　
由 

見 

文 

洋

ひきゃくひきゃくひきゃくひきゃく
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暑中お見舞い申し上げます

平
成
二
十
五
年
度

平
成
二
十
五
年
度

平
成
二
十
五
年
度

平
成
二
十
五
年
度

　

大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
植
木
剪

定
部
会
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
働
き
、
地
域

に
貢
献
出
来
る
こ
と
を
目
的
に
剪
定
部
会
と

し
て
こ
れ
ま
で
会
員
の
増
強
、
就
業
率
拡
大
、

研
修
会
を
開
催
し
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

剪
定
事
業
も
お
客
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
加
え
て
、
会
員
の
誠
実
な
就
業
態
度
が
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
新
入
会

員
の
技
術
の
習
得
に
つ
と
め
後
継
者
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
安
全
適
正
就
業
の
徹
底
に
努
め
ま
し
ょ
う

一
、
会
員
は
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う

一
、
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う

一
、
現
金
取
引
は
、
や
め
ま
し
ょ
う

　

草
刈
部
会
は
、シ
ル
バ
ー
理
念
に
基
づ
き
、

社
会
に
貢
献
す
る
事
を
念
頭
に
お
き
、安
全
目

標
と
し
て
就
業
中
の
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、安

全
就
業
に
徹
す
る
事
を
、二
十
五
年
度
の
事
業

目
標
の
事
項
と
し
て
掲
げ
て
居
り
ま
す
。

　

夏
季
に
向
か
い
草
刈
作
業
は
、炎
天
下
で
厳

し
い
条
件
の
屋
外
作
業
と
な
り
ま
す
の
で
、各

自
が
自
覚
を
持
っ
て
、健
康
の
自
己
管
理
に
徹

し
て
、熱
中
症
等
の
対
策
を
万
全
と
し
て
、夏

季
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
一
同
健
康
で
元
気
に
就
業
出
来
ま
す

事
を
喜
び
と
し
、そ
れ
を
誇
り
と
い
た
し
ま
す
。

　

夏
は
事
故
発
生
が
最
も
懸
念
さ
れ
る
時
期

で
す
。

・「
健
康
管
理
」を
最
優
先
の
目
標
に
掲
げ
る
。

・
安
全
就
業
を「
一
人
ひ
と
り
の
課
題
」と
す
る
。

・
作
業
優
先
よ
り「
危
険
予
知
」を
先
行
さ
せ
る
。

・「
継
続
す
る
力
」を
高
め
る
。

・「
自
己
の
安
全
」は
己
の
心
で
築
く
。

〈
お
願
い
〉　

安
全
委
員
会
へ「
安
全
提
言
」を

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

委
任
状
を
含
め
過
半
数
の
出
席
の
も
と
、

五
月
二
十
五
日
、
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に
て
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
席
頂
い
た
事
務
局
長
よ
り
、
旧
役
員
に

は
こ
れ
迄
の
ご
苦
労
を
労
い
、
新
役
員
の
今

後
の
活
躍
、
さ
ら
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
現
状
を
含
め
た
貴
重
な
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
事
務
局
か
ら
の
報
告
、
会
員
の

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、

家
事
援
助
部
会
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
と
共

に
、
事
務
局
の
協
力
、
指
導
を
仰
ぎ
乍
ら
役

員
を
中
心
に
会
員
同
志
の
円
滑
な
結
束
と
活

動
の
場
の
拡
大
を
考
慮
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

選
定
部
会 

会
長　

築
城 

和
生

選
定
部
会 

会
長　

築
城 

和
生

草
刈
部
会 

会
長　

安
部 

敏
夫

草
刈
部
会 

会
長　

安
部 

敏
夫

安
全
部
会 

会
長　

藤
元 

康
保

安
全
部
会 

会
長　

藤
元 

康
保

福
祉
・
家
事
援
助
部
会 

会
長　

河
村 

崇
子

福
祉
・
家
事
援
助
部
会 

会
長　

河
村 

崇
子
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熱中症を
疑う症状は？

水分を自力で
摂取できるか？

意識の
有無は？ 救急隊を要請

涼しい場所への避難
脱衣と冷却

涼しい場所への避難
脱衣と冷却

医療機関へ搬送

水分・塩分の補給

症状が改善しない場合

有

無

有

無有

重傷度小（Ⅰ度）で気づくように！
◯めまい・失神
◯大量の発汗
◯筋肉痛・筋肉の硬直

無理やり経口で水を飲ませない！
◯誤って水が気道に流れ込む
◯すでに胃腸が弱っている

水（胃の表面から熱奪う）
塩分（汗で失った塩分補給）
◯経口補水液　◯スポーツドリンク
◯食塩水（水1ℓにつき食塩1～2g）

出典：NKSJリスクマネジメント

・作業に掛かる前のＴＢＭでの注意喚起と班長の巡視点検を徹底しよう。
・定期的に水分・塩分を摂取すること。
（熱中症死亡者の80％以上が自覚症状に関わらず定期的な水分・塩分を摂取せず）

・高温多湿の作業場所が初めての場合は、順化期間を設定すること。
・熱中症の発生しやすい天候は、急に温度が上昇する日である。
また、休み明け等（月曜日・盆休みあけ翌日）も注意すること。

高温多湿な環境下で体内の水分や塩分のバランスが崩れたり調整機能が破綻して発症する障害で
重症度に応じ、Ⅰ度からⅢ度に分類される。

WBGT値とは、気温・湿度・風速・日射等から算出する「暑さ指数」である。
その指数が28度以上は、厳重な警戒が必要である。

熱中症とは？

熱中症にならない為には？

熱中症の疑いがありそうなときの救急対応

分　類
Ⅰ 度
Ⅱ 度
Ⅲ 度

症　　状　・　重 症 度
めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
頭痛・気分不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感
意識障害・痙攣・手足の運動障害・高体温

WBGT温度

31度以上

28～31度

25～28度

25度未満

判 定 域

危 険

厳重警戒

警 戒

注 意

注意すべき生活活動の目安 注　意　事　項

全ての生活活動でおこる危険性

中等度以上の生活活動でおこる
危険性

運動や著しい作業には定期的に
十分な休息を取り入れる。

外出時は炎天下を避け室温の上
昇に注意する。

安静状態でも発生する危険性が大
きい。涼しい場所に移動。

一般に危険性は少ないが激しい
運動や重労働時には発生の危険低い生活活動でおこる危険性

知っておきたい熱中症イロ ハ
小倉総合保険 代表 小倉公二
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67

4

3

1 2

束の間の涼を求めて暑い街中を抜け、市の南海岸線をフォト散策！
日頃、なに気なく見すごす海沿いの景色がちょっと寄り道をしてみると

仲々面白いものでした。　（フォト＆レポート・編集員）

❶乙津川口で女釣師発見！
ご夫婦で老後の釣りを楽し
んでいるそうです。

❻佐賀関漁港その1
背戸（路地裏）から海を臨
む。街のあちこちにこの
ような細い通りがありま
す。

❻佐賀関漁港その2
20年前定年で漁師に
なった清川さん（80歳）
「15、6年前には鯖は捨て
よった」その鯖が今はな
かなか釣れないのだそう
です。ちなみに清川さん
は「関の盆口説き」を唄い
継いでいます。

❻佐賀関漁港その3
「今日も暑かった
なぁえ」夕暮れの漁
港には三々五々人
が集まります。
ゆったりと時が流れ
ます。

❷鶴崎泊の船だまりで大きな発泡スチ
ロールの固まりを竿の先につけたもの
を持った漁師さんを見かけました。
　魚網の目印用のウキということです。
　その船（第三厚栄丸）で今朝獲れの大
きなヒラメやエビを見せていただきま
した。

❸三井造船の先のテトラポットに
住みついている雄ネコは目が不自
由みたいです。20年も餌を運んで
いる人に逢いました。「外人もエサ
運びしているよ。人情に国籍はな
いのお」。すり寄ってくるネコにチ
クワを差し出すと、何度もくわえて
テトラポットの奥に運びます。家族
がいるらしいのです。がんばれお父
さん！

❹一尺屋ではお花の好きな方に
出会いました。お家の前は花が
いっぱい！

❺白木では紫陽花が、小
高い山の斜面から海沿
いの道まで鮮やかな
花 ！々絵になります。その
見事な花園にしばらく
見とれました。
　手前が嶌島、その向こ
うにウミネコの高島が
見えます。

❻漁港のネコ
「あんたたち どこからきた
ん。エサに不自由しとらん
けん変なもんくれんで！」

❼帰路、志生木の沖の落日
の美しさに茫然。。。

トンビなんか何～とも思わ
んでユー然と…「太平楽だ
ニャ～。。。」

海岸フォト散策 乙津泊地～一尺屋～佐賀関
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佃煮の瓶詰と筍水煮瓶詰

　

私
の
趣
味
と
い
え
ば
、松
・
雑
木
類
を

三
十
鉢
ぐ
ら
い
育
て
て
い
ま
す
。か
れ
こ

れ
二
十
数
年
に
な
り
ま
す
。最
近
で
は
置

き
場
所
に
困
り
、処
分
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、六
年
前
か
ら
陶
芸
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。今
の
所
、手
回
し
ロ
ク

ロ
で
作
陶
し
て
い
ま
す
。世
界
で
た
だ
一

つ
の
作
品
作
り
で
趣
味
と
実
益
を
兼
ね

て
且
つ
、ボ
ケ
防
止
に
最
適
か
と
思
い
ま

す
。小
は
湯
呑
み
か
ら
、大
は
展
覧
会
用

に
と
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

阿
部 

治
行

　

春
、筍
が
出
始
め
る
と
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
山
菜
佃
煮（
蕗
・
筍
・
椎
茸
）

の
瓶
詰
め
を
つ
く
る
。今
年
は
大
小
五
十

個
で
き
た
。味
は（
？
）、そ
の
時
の
気
分

次
第
な
の
で
毎
年
違
う
！
夏
、冷
や
し
た

「
お
か
い
さ
ん（
茶
が
ゆ
）」と
一
緒
に
食
べ

る
と
実
に
旨
い
。

　

佃
煮
を
つ
く
り
始
め
て
約
三
十
年
、下

ご
し
ら
え
か
ら
煮
炊
き
、ラ
ベ
ル
作
り
、

共
に
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
も
う
作
ら
ん
と
こ
」と
思
う
の
だ
が
、そ

の
季
節
に
な
る
と
気
持
ち
が
弾
ん
で
く

る
の
は
ど
う
し
た
も
の
か
。

本
田 

道
子

「
軍
国
の
少
女
」は

サ
ン
ゴ
礁
に
た
お
れ

洞
窟
で
逝
っ
た

生
き
る
よ
ろ
こ
び
も

人
を
愛
す
る
こ
と
の
幸
せ
も

抱
け
な
い
ま
ま
に
・
・
・
。

「
ヒ
メ
ユ
リ
の
乙
女
」が

今
、こ
の
野
に
咲
く

山
月 

孝

　

公
益
社
団
法
人
に
移
行
後
、初
め
て
の

決
算
を
迎
え
た
定
時
総
会
。受
注
増
・
会
員

増
の
重
点
活
動
目
標
を
始
め
、リ
ス
ク
を

前
提
と
し
た
独
自
財
源
の
取
り
崩
し
に
よ

る
就
業
開
拓
等
々
、事
務
局
采
配
の
種
々
対

策
に
よ
っ
て
、好
決
算
に
終
え
た
。

　

特
に
介
護
予
防
等
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
分
野
に
お
け
る
増
加
は
、飛
躍
的
な

結
果
を
み
る
。来
期
も
更
に
右
肩
上
が
り

を
め
ざ
し
、セ
ン
タ
ー
一
丸
と
な
り
、努
力

し
ま
し
ょ
う
。

　

今
号
の
表
紙
は
佐
賀
関
最
端
の
高
島
。

ウ
ミ
ネ
コ
が
住
む
無
人
島
の
国
定
公
園
で

あ
る
。夏
季
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
賑
わ

い
、県
内
外
か
ら
涼
と
景
観
を
求
め
て
多
く

の
人
が
集
ま
る
。こ
こ
に
は
、バ
ン
ガ
ロ
ー
等

場
内
の
管
理
を
シ
ル
バ
ー
人
材
の
会
員
さ

ん
が
暑
い
中
一
手
に
引
受
け
頑
張
っ
て
い
る
。

会員の 趣 味 ひの ろ ば

佃
煮
の
瓶
詰

盆 栽

ヒ
メ
ユ
リ

　

手
話
サ
ー
ク

ル「
陽
だ
ま
り
」

で
す
。毎
月
、第

二
・
四
の
土
曜

日
に
勉
強
会
を

開
い
て
ま
す
。

　

本
年
四
月
〜

は
初
心
に
戻
り
簡
単
な
挨
拶
や
日
常

会
話
の
中
に
歌
を
取
り
入
れ
た
り
、季

節
ご
と
に
巡
る
行
事
、例
え
ば
お
正
月

や
花
見
、台
風
の
時
な
ど
、そ
の
時
々

に
対
応
し
た
単
語
な
ど
学
び
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
〝
笑
い
〞
の

絶
え
な
い
教
室
で
す
。秋
に
は
日
帰
り

旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。む
つ
か
し

い
勉
強
は
苦
手
な
会
員
ば
か
り
で
す
。

ご
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
見
学
歓
迎
で
す
、心
か
ら
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

☎
五
五
一
―
八
二
一
四（　
森　
）

　

五
二
二
―
四
八
二
九（
小
島
） 九重町との交流から

「手話サークル」
へのお誘い

掲示板
俳句・川柳・手芸・趣味等
募集しています。
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編
　
集
　
後
　
記

●
会
報
編
集
委
員

　
瀧
本
雄
介
・
田
村
益
子
・
本
田
道
子

　
後
藤
幸
敏
・
阿
部
治
行

シルバーだより
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